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工場の脱炭素化
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2025年2月25日 伊勢崎市境総合文化センターにて
当日は14社15名の方にご参加いただきました。約2.5時間の講座で、最後には講師陣に

よるパネルディスカッションもあり「脱炭素に対する理解が深まった」等のお声をいただきま

した。以下にお客様からのお声（アンケートより一部抜粋）をご紹介します。

「脱炭素における省エネの有効性について改めて認識ができた」

「踏み出しやすい省エネ手法については、自社で推進していこうと思った」

「省エネ・脱炭素の違いについて理解できました」

「トレンドから省エネ・脱炭素への向き合い方が理解でき、助かりました」等々

ご参加いただいた皆様、誠にありがとうございました。また、ご都合が合わなかった皆様に

は裏面にセミナーダイジェストをご紹介いたします。

各現場で省エネ・脱炭素を提案され

ている講師のプレゼンテーションで、

多くの気づきと学びをご提供できたの

ではないかと思います。次回の企画も

検討しておりますので、その際は

是非ご参加ください！
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脱炭素のご相談から電気設備・電気制御まで、右記のQRコードよりご相談ください！

セミナーの内容をポイントを押さえてご紹介

船井総研釜⾕⽒には「脱炭素トレンドと省エネと
の違い」について解説いただきました。
脱炭素が目指す方向性と、どのようにして目標が定められたのかという背景、

今後予想される変化について解説をいただきました。脱炭素と省エネの考

え方の比較という部分では、短期的視点・長期的視点という比較をもって違

いを説明いただきました。

これから上場企業に対する新たな開示基準の設定により、サプライチェーン

企業にも影響が出てくることが予想されます。脱炭素は、多くの企業が取り

組み方を考えるべきであるという示唆をいただきました。

三究知⽯川⽒には「省エネ推進の中での課題感と
向き合い方」について解説いただきました。
ベテラン診断員である三究知石川氏の経験がたくさん盛り込まれた講演内

容でした。工場の省エネチェックポイントでは、ユーティリティから生産設備ま

での省エネの見るべきポイントをご紹介いただき、具体的な省エネ事例も開

設をいただきました。

また、省エネ提案の段階という部分では、一歩目をどのように踏み出せばよ

いかという点、省エネを推進していく中でどこをゴールに据えて推進していけ

ばよいかという点において、気付きをいただきました。

渡辺電機工業佐⽥⽒には「⾒える化の取り組み
方」について解説いただきました。
脱炭素、省エネの第一歩目は見える化からスタートします。しかし、見える化

ツールは見えるようになるだけであり、その後の削減の施策がなければ工場

のコスト減にはつながりません。一方、脱炭素の潮流からも、計測値データ

の必要性は増しており、見える化ツールを用いてどのように現場改善を推進

していくのが良いのかという点について解説いただきました。

また、同社が展開している「見分録クラウド」についてもご紹介いただきました。

ご希望の方にセミナー資料をプレゼントいたします
セミナーに参加したかったけどできなかったという方々につきましては、セミナー当日のテキストを、無料進呈いたします。

下記のQRコード、又は、お電話・メールよりご連絡ください。また、セミナーは継続的に開催する方向で企画を行っております。

また、概要が決定しましたらご案内をさせて頂きますので、その際は是非会場にてご聴講ください。




